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都市整備部長  それでは、定刻となりましたので、始めさせていただきたいと存じま

す。 

 都市整備部長の佐藤でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は、第１２回多摩市都市計画に関する基本的な方針改定特別委員

会でございます。本日をもって、この会議の開催も最後となります。令

和４年に本特別委員会を設置しまして、これまで１１回会議に御参加、

御協力いただき大変ありがとうございます。最後までどうぞよろしくお

願いいたします。 

 それでは、本日の議事でございますが、案件が３件でございます。資

料の１、２、それから参考資料１、２でございます。よろしいでしょう

か。 

 ２年と３か月にわたり御審議いただきました「多摩市都市計画マスタ

ープラン」の改定につきまして、前回まで御審議いただきました御意見

や、昨年１２月に行われましたパブリックコメントの御意見、また、東

京都から受けました意見などを基に、「多摩市都市計画マスタープラン

（案）」をまとめましたので、この案について御意見を賜りたいと存じま

す。 

 それでは、以降の進行につきましては、中林委員長にお願いしたいと

存じます。委員長、どうぞよろしくお願いいたします。 

中林委員長  皆さん、こんにちは。本日もどうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、非公開案件もございませんので、多摩市都市計画審議会運

営規則第１２条の規定に基づき、本日の審議会は公開とさせていただき

ます。 

 また、傍聴人につきましては、多摩市都市計画審議会の会議の公開に

関する取扱規定に基づきまして、会場の都合により先着５名以内とさせ

ていただいておりますが、本日、傍聴希望者はおられますでしょうか。 

事務局  傍聴希望者はございません。 

中林委員長  傍聴希望者はおられないということですので、このまま会議を進めた

いと思います。本日の議事録につきましては、委員等の名前は伏します

けれども、全文公開になりますので、よろしくお願いいたします。 
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 それでは、ただいまより会議に入りたいと思います。ただいまの出席

委員は、１６名であります。委員数は２２名でありますので、定足数に

達しております。 

 これより第１２回多摩市都市計画に関する基本的な方針改定特別委員

会を開会いたします。 

 なお、３番、饗庭伸委員、７番、石川美紀委員、１５番、四田秋雄委

員、２０番、松本暢子委員、２１番、松本真澄委員は、都合により本日

欠席との連絡をいただいております。萩原委員は、御連絡がないのでま

もなくお見えになるかなと思っております。よろしくお願いいたします。 

 それでは、本日の日程第１「署名委員の指名」を行います。多摩市都

市計画審議会運営規則第１８条第３項の規定に基づき、１０番、尾中信

夫委員、１１番、古賀けい子委員を指名させていただきます。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、日程第２「次期 多摩市都市計画マスタープラン（案）に

ついて」、事務局より、御説明をお願いいたします。 

都市計画課長  それでは、よろしくお願いいたします。議事日程第２「多摩市都市計

画マスタープラン（案）について」、御説明させていただきます。 

 前回の第１１回多摩市都市計画に関する基本的な方針改定特別委員会

では、長時間にわたり意見交換をさせていただきまして、ありがとうご

ざいました。 

 前回の特別委員会後、「次期 多摩市都市計画マスタープラン（素案）」

を公表し、１１月２６日、３０日に市民説明会、１１月２６日から１２

月２６日の間でパブリックコメントを実施し、また、並行して東京都と

の協議を実施いたしました。市民説明会は各日８名ずつ、計１６名の参

加がございました。パブリックコメントはインターネットによる意見が

９件、窓口に持参された方が１名の計１０件でございました。 

 参考資料２、パブリックコメント回答をお開きください。こちらがパ

ブリックコメントでいただいたご意見と回答でございます。いただいた

意見に対して、右側に回答を記述しておりますけれども、こちらの内容

につきまして、都市計画課だけで回答するのが難しい部分につきまして
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は、全庁に確認を取りまして、文面の調整をさせていただいた上で、こ

のような回答とさせていただいております。内容につきましては、都市

計画マスタープランというところよりも個別の内容が多かったようでし

たので、各部門別の計画での対応を展開しますというような記述をさせ

ていただき、都市計画マスタープランへの反映は特にございません。こ

ちらの内容につきましては、後ほどお目通しいただけたらと思います。 

 続きまして、参考資料１を見ていただきたいと思います。素案からの

修正（新旧対照表）でございます。こちらは素案において協議した東京

都からの意見や、庁内の意見による修正を行ったものについて、新旧対

照表でお示ししたものとなっております。左側が修正前、右側が修正後

というところでございます。 

 こちらの修正を反映したものが資料１、次期多摩市都市計画マスター

プラン（案）となります。また資料２、次期多摩市都市計画マスタープ

ラン（案）【概要版】は資料１を概要版としてまとめたものとなります。

冊子として、表紙や章ごとの色のイメージも、このような構成となりま

す。また、事前に送付させていただきました次期多摩市都市計画マスタ

ープラン（案）から、冊子構成に合わせて色合いの変更を少し行ってご

ざいます。いただいた御意見等や、市の施策的な部分から変更した箇所

について少し御説明させていただきます。 

 資料１の５１ページ、白丸の下から４つ目のところに誰もが住み続け

られるまちの記載がございますけれども、こちらに「子育て世帯を惹き

つけ」を追記いたしました。また、少し戻っていただきますけれども、

３５ページの東京都の関連計画である多摩のまちづくり戦略の案が１月

３１日に公表された関係で、記述を修正してございます。 

 このページにつきましては、東京都が３月に多摩のまちづくり戦略の

策定・公表を予定していることから、本都市計画マスタープランにおい

ても、３月に公表する時点で、時点修正を行う予定でございます。東京

都からは事前に内容が大きく変わることはないとの説明を受けており、

市の意見で時点修正は要望するものの、都市計画マスタープランの内容

への影響はほとんどないと考えております。 
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 次に、４２ページの２項目目においても東京都の動きが関連すること

から、一部修正を行ってございます。また、同ページ、聖蹟桜ヶ丘かわ

まちづくり計画に関する記述がございますけれども、先日、かわまち大

賞を受賞したということから、記載を追加させていただいてございます。 

 続きまして、８５ページに参ります。こちらの一番上の（２）の黒ぽ

ち４つ目です。本市では来年度から道路維持管理業務と公園維持管理業

務の持続可能な道路・公園の維持管理体制の構築に向け、市の組織を改

正する予定がございます。それに伴い、（２）健全な街路樹空間の創出の

４段落目の記述を追加させていただいたというところがございます。 

 そのほか、文章の言い回しや誤字等修正しているところがございます

けれども、先ほどお示しさせていただいた参考資料１の新旧対照表のよ

うな形で、修正をさせていただいているところでございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

中林委員長  御質問あるいは御意見等を承りたいと思いますが、一応、本日は最終

の特別委員会ということですので、よろしくお願いいたします。発言さ

れる方は挙手の上、最初に発言者のお名前を言ってください。 

○○委員  １３番、○○でございます。かなりボリュームのある冊子をつくられ

ており、御苦労さまでした。この中で、１１月以降、大きくまちづくり

の関係で動いた事案がございます。それは永山地区の日本医科大学多摩

永山病院の建て替え問題で、多摩市のほうが交渉からおりて日本医科大

学多摩永山病院は相手がいなくなったから交渉を打ち切るということに

なって、それ以後、南多摩地区５市の市長が連名で文書を出しておりま

すが、これについて、日本医科大学多摩永山病院が建て替えをするのか

というのは今のところ全然分かりません。そうすると、この都市計画マ

スタープランの中でざっと私が見た中で４か所ぐらい、明らかに日本医

科大学多摩永山病院のことを書いていると思われる部分がございます。

その部分について、今後２０年の間、日本医科大学多摩永山病院が存続

してくれれば、それは問題ないのですが、なくなってしまった場合、前

提がおかしくないかという話が出てきかねません。 

 場合によれば、日本医科大学多摩永山病院に関する部分を削除すると
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いう作業をしてもいいのではないかと思います。 

 今の状況では、日本医科大学多摩永山病院が残るのか、移転するのか

全然分かりません。もし多摩市以外の南多摩医療圏の中で移転するとい

った場合、多摩市はそれを引き止める具体的なカードがないはずです。

日本医科大学多摩永山病院が存続するという前提の文章を入れなくても、

大意は変わらないかと思いますので、それについて一度検討したほうが

いいのではないかと思っております。 

中林委員長  ありがとうございます。具体的には資料１の１２９ページ、永山駅周

辺におけるまちづくりの課題というところの（１）にぎわいづくりに関

する課題の１行目に、「駅近くに三次救急医療施設である日本医科大学多

摩永山病院が立地するなど」というのがあります。１３０ページの１行

目にも、三次救急医療施設ということで入っています。 

○○委員  ９１ページの（４）防災指令拠点機能の強化の一番下の黒ポチに災害

時拠点病院とありますが、これも日本医科大学多摩永山病院のことであ

ります。これを削除しても、消防署、警察署等とあれば、何となく意味

は通じるだろうと思ったところであります。 

 また、６６ページの③永山駅周辺の部分で、永山駅前の市有地、旧多

摩ニュータウン事業本部用地のことが書いてありますが、この部分を削

除しても、大きく文章上の大意は変わらないだろうと思うので、それに

ついても、検討する余地があるのではないかと思って手を挙げさせてい

ただいた次第であります。永山駅前の市有地とありますが、これは明ら

かに多摩市が移転候補地として挙げた土地のことを指していますので、

これを削除して、永山駅周辺の土地の高度利用化を図る、としても何ら

おかしくないだろうと思ったところです。 

中林委員長  ６６ページの永山駅前の市有地というのは、（旧多摩ニュータウン事業

本部用地）と書いてあるんですが、１行目の「医療」という記載が要ら

ないということですか。 

○○委員  いや、開業医さんがいらっしゃるわけですから、「医療」という記載を

削除する必要はないと思います。ただ、明らかに日本医科大学多摩永山

病院の動向が分からないわけですから、永山駅前の市有地（旧多摩ニュ
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ータウン事業本部用地）を含めという記載については、ここは多摩市が

日本医科大学多摩永山病院に移転候補地として提示した土地のことです

から、削除を検討したほうがいいと思います。 

中林委員長  でも、これは日本医科大学多摩永山病院のことだとは分からないです

よね、現市有地を含めて考えましょうということだけですから。 

○○委員  それで、今後多摩市が開発するというならそれはそれで残していいの

かもしれません。 

中林委員長  この土地は多摩市がもう所有しているわけですよね。 

都市計画課長  そうです。 

中林委員長  ○○委員のご意見について、市として今後検討しますか。 

都市計画課長  御意見ありがとうございます。まず、資料１の１３０ページのところ、

「三次救急医療施設である日本医科大学多摩永山病院を中心とした」と

いう記述が、今後２０年先を考えるとどうなんだろうかという御意見か

と思います。日本医科大学多摩永山病院からは、旧多摩ニュータウン事

業本部用地での建て替えは断念というお話は出ておりますけれども、当

面、救急医療を続けていくというようなお話もいただいていますので、

今ここで記述を削除してしまわずに、今のまちづくりでは、三次救急医

療施設は非常に重要と考えておりますので、本市としては、この記述は、

必要と考えているところでございます。 

 また、先ほどの６６ページのところ、旧多摩ニュータウン事業本部用

地は、市有地ということで、日本医科大学多摩永山病院の移転先という

ことで想定していたところでございますけれども、今後、あの場所がど

う利活用されるかということは、今後の永山駅周辺のまちづくりにおい

て非常に重要になりますので、ここの記述も残しておくべきと考えてご

ざいます。 

中林委員長  基本的には日本医科大学多摩永山病院は現地で診療は継続していくと

いうことです。建て替えの計画は却下したけれども、現状のまま運営し

ていきますという話だということですか。 

都市計画課長  そのように市としては捉えております。全庁的にも、日本医科大学多

摩永山病院の記述は気にしながら、この都市計画マスタープラン改定を
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進めてきましたが、関係各部署との調整の結果、このような記述で整理

させていただいているというところでございます。 

中林委員長  ということで、現状も空き家になっているわけではないし、医療行為

を継続しているということで、市としては病院に継続してほしいという

話があるかと思います。それを現状で書いておくというのが、今の事務

局の説明だったかと思います。私はそれでもいいのかなと思うんですけ

れども、ほかの委員の方はどうですかね。 

○○委員  ○○です。私の理解では、日本医科大学多摩永山病院は建て替えしな

いということを言っているわけではなくて、元々は多摩市の土地を提供

してタイムリーに建て替えをするのを助けようという話だったので、残

っている問題としては、基本的に日本医科大学多摩永山病院はあの敷地

の中で建て替えたいけれども、自分の土地をやりくりして建て替えるか、

もっと違う方法を考えなければいけないということだと思うんです。な

ので、この先、１０年、２０年、３０年という話の中では、建て替え計

画が消えたということではないんじゃないかと思っています。 

中林委員長  現状の文章で問題はないという見方だと。 

○○委員  どこかに建て替えという字が書いてあるなら別だけど、そうは見えな

かったので問題はないと思います。 

中林委員長  逆に建替えという記述は全部消されているということで、よろしいで

しょうか。 

 ○○委員から御指摘がありましたけれども、むしろ残しておくほうが

ある意味では、戦略的なメッセージを病院に対して出しているというこ

とだと思います。今、どこでも建築計画取下げというのは結構多いんで

す。建設費が非常に上がってしまったので、当初予算じゃ全く足らない

という状況で、中断せざるを得なくなっているという事例が増えていま

す。大阪万博の工事が終わったら何とかなるかという話もありましたが、

どうもそれぐらいでは全然何ともなりそうもないと思います。 

 アメリカの関税が上がったりすると、また建設費が上がってしまうか

もしれないみたいな話なので、先行きが見えない中で、日本医科大学多

摩永山病院もちょっと身動きが取れないという状況にあるんじゃないか
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なというので、○○さんからお話があったように、状況が好転して何か

動きがあるときに、また多摩市と連携していければいいと思います。そ

れから、東京都としても災害時の医療体制の布陣を張っているわけです

から、三次救急医療施設が勝手にどこかに行かれちゃ困るんですよね。

そういう意味では、多摩のこの辺りにとどまっていてほしいという思い

はあると思いますので、その辺は都とも連携しながら、多摩市はちゃん

と市の計画に位置づけていますよということで、この都市マスにおいて

も、今記載されているような形で展開しておこうということかなと思い

ました。 

 ありがとうございます。ほかにはいかがでしょうか。どうぞ。 

○○委員  内容の話ではなく、色の話なんですけれども、１１２、１１３ページ

の拠点別・地域別まちづくり方針の考え方のところの色分けというのは、

第１地域は、グリーン系になっているんですが、その流れからいきます

と、例えば１３８,１３９ページのところにそのまま同じように緑、青、

ちょっとピンクがかった赤とかになってきますのを、後ろのほうにもつ

ないだほうが分かりやすいのではないかと思います。例えば１４２ペー

ジからの第１地域のところが、第４章全体のオレンジでずっと貫かれて

いくんですが、一番上の線はオレンジでいいと思うんですが、第１地域

と書いてありますところをグリーン系にする。そして、次の第２地域の

ところは青系にするとかというふうにしますと、ほかの地域と比べて自

分が見たいところに戻ろうと思いましたときに、色が違っているとそこ

がすぐ見つかるんですけれども、そうじゃないとまた第１地域という言

葉を探すために、またページをめくり、そして第４地域と比べようとす

ると、またその第４地域を探すのが大変ということになっておりまして、

例えば第４章のインデックスの端のところに、第１地域、第２地域、第

３地域というふうに色替えのインデックスをつけておきまして、それに

準じて色を変える、あるいはそれが大変であれば今言いましたように、

第１地域、第２地域というところのインデックスの色を変えていけば、

後に戻る際にすごくスピーディなんですが、今の感じですとまたページ

数を紙に書いておくだとかしませんといけないので、市民にとっても読
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みにくいのではないかなというのが一番気になったところでございます。 

中林委員長  ありがとうございます。せっかく１１２、１１３ページの拠点別・地

域別まちづくりの方針というところのカラーリングで色分けをしたんだ

から、それをもっと積極的に活かして、ぱらぱらと見るときに、インデ

ックスでもそういう色合いが見られるように工夫すればよいということ

ですか。第４章は拠点別、地域別が全部同じ色だけども、そこに斜めに

この地域の色を挟んでおくとか、そんなイメージということですか。 

○○委員  そうですね、そうしますとページのどこかによりどころとなる色があ

りますので、見たいところにまた戻れるというのが簡単かなと思います。 

中林委員長  どうぞ。今の関係ですか。 

○○委員  これに関係してなんですが、現在の都市計画マスタープランでは６９

ページに地域区分が書いてあって、極めてシンプルに記載されているん

ですが、この資料だと、ぱっと開いてめくっていくうちに、１１２、１

１３ページの色が非常にどぎつく、すごく分かりづらいです。写真も必

ずしもその地区の全体を表示しているものばかりでもないので、もう少

しシンプルにしていただいて、色については今提案があったような形で

いいと思います。デザインのことは分かりませんけれども、写真ばかり

多くて地域区分図が非常に小さいために分かりづらいと思います。 

 また、ページがまたがっているために見づらいというのがあって、こ

れは今頃言って申し訳ないけど、何かもう少し工夫していただきたいな

と思いました。 

中林委員長  ありがとうございます。この１１２、１１３ページは、文字が全部黒

文字なのでちょっと淡い色を使っているんですが、１３７ページからの

地域別すまいと暮らしのまちづくり方針のところは、白抜きの文字にし

ているので、この黒文字で使った背景の色だと、白文字が抜けて見えな

いので、実は同じ色と言いながら、少し色が違っているんです。だから、

それも含めて統一するのであれば、１４２ページの「３－１．第１地域」

というところは、白抜きじゃなくて黒文字でいいから、１１２、１１３

ページと同じような色使いにして、まさにぱっと色が同じで地域が分か

るほうが、ひょっとしたらカラー使いとしてはいいのかなという気もし
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ていたところです。 

○○委員  やっぱり地域別というところが、市民が一番興味があるところだと思

うので、見やすいほうがいいと感じております。そういう意味では色遣

いが統一されているほうがよいのではないかなと思っております。可能

な限りでいいんですけれども。 

中林委員長  最終的に印刷されると１１２、１１３ページというのは本当に見開き

状態になると思うので、今よりは見やすくなると思います。つまり多摩

市がセパレートにならずにつながって見えますから、もうちょっと見や

すく、多摩市のどこというのが分かりやすくはなるかなとは思いますが、

ちょっとその辺りのデザインの修正にどれぐらいの作業量が必要なのか、

私には見当がつかないんですが、色等について、そういう意見があった

ということで。 

 どうぞ。 

都市計画課長  すみません、事務局です。今、御意見いただいたところでございます

けども、皆様に事前送付させていただいた資料のとき、若干色味が濃か

ったりして見づらいというところがございましたので、タブレット端末

のほうでは、色味を修正したものを入れさせていただいております。説

明が漏れてしまい申し訳ございません。例えばですけれども、資料１の

１１２、１１３ページを見ていただきますと、第１地域が緑だったもの

を水色に変えていたり、第４地域では色が濃かったものを少し薄くして

います。 

中林委員長  なるほど。１１４ページを見ると、白抜きじゃなくて黒字で入ったの

で、同じカラーリングになっているということですよね。 

都市計画課長  そうですね、例えば１３７ページを見ていただきますと、１１２、１

１３ページの見開きのところの色味と合わせるような形にさせていただ

いて、少し見やすくなっているかなと思います。 

中林委員長  分かりました。あと、右側の端にその地域の色合いを章別にカラーリ

ングしてありますね。 

都市計画課長  色味のことは、かねてより、皆様からいろいろ意見いただいていると

ころで、この右側の第１章から第５章、資料編の見出しの色と、第１地
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域から第５地域を違う色にしようと思うと、相当な調整が必要になりそ

うなので限界がありまして、現状難しいと判断させていただいておりま

す。 

 ですけれども、資料の中の第１地域から第５地域、その中で色が違わ

ないような工夫は少しさせていただいています。ただ、先ほど言われて

いた第４章の第１地域から第５地域の名前が入っているところの色味は

水色のままです。そこのところはなかなかこちらでも整理し切れなかっ

たかなというところはありますので、最後の時間でどういう工夫ができ

るのかというところは、少し探ってみたいと思います。御意見ありがと

うございます。 

中林委員長  ページの一番右側にある第４章というところに、それぞれの地域のカ

ラーを丸いマークで一つ入れておくだけでも、色で見るという意味では

よくなるかなと思いました。 

○○委員  親切ですね。 

都市計画課長  会長、御意見ありがとうございます。ページ右側の第４章の水色の中

に、例えば第１地域だったら。 

中林委員長  水色マーク、黒丸に水色でもいいです。 

都市計画課長  そういうような工夫ができないか、第１地域とか第２地域とか、この

インデックスのところに入れられるのかどうかというところも考えてみ

たいと思います。ありがとうございます。 

○○委員  すみません、委員長。 

中林委員長  どうぞ。 

○○委員  １３番、○○でございます。それぞれの地域に写真が貼ってあります

が、写真を入れるのであれば、写真を見てすぐあの地域だと分かるよう

なところにした方がいいと思うんです。第１地域の写真は桜ヶ丘のロー

タリーのところですよね。 

 それから第２地域のところも、私が知らないだけかもしれないのです

が、連光寺、聖ヶ丘、馬引沢を象徴するような商店街なのかなという気

がいたします。写真については、今更言ってはいけないのかもしれませ

んが、該当地域が一目でぱっと分かるものだったらいいのですが、どこ
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かわからないようなものであれば、一考を要するのかなと思います。そ

れぞれの地域はこのエリアだよというような形だけでもいいのかなと思

ったところです。 

 それぞれの地域の代表的な建物・風景だと分かればいいのですが、こ

こはどこなのかというようなところもありますので、これについては検

討いただける時間があるならば検討していただきたいなと思います。 

中林委員長  写真は市が持っている写真を使われているのですか。 

都市計画課長  写真については、今回この都市計画マスタープランに入れるために写

真を撮ったものです。また、御意見いただいたところで、何でこのよう

な写真が入っているのかという御説明をさせていただきたいと思います。

駅周辺というところはお分かりいただけるかなと思いますけれども、そ

れぞれ第４地域ですとか第２地域というところ、こちらについては今後

まちのにぎわい創出ですとか、そういったところに影響する地域の拠点

となる近隣センターを写真として入れさせていただいているところです。 

 また、第１地域のバスロータリーは、アニメの聖地というようなとこ

ろもあったので、象徴的なところだろうということで入れさせていただ

きました。第３地域のところも、こちらは百草団地ということで入れさ

せていただいておりまして、名称を入れるのかどうか少し考えられなく

もないかなと思いますけれども、象徴的なところではないかもしれませ

んが、今後のまちづくりに影響を及ぼすようなまちづくりのポイントと

なってくるだろうなというところを入れさせていただいたところでござ

います。その点御了承いただけたらと思います。 

中林委員長  どうぞ。 

○○委員  ○○です。今のことに関連して、写真を入れるとしても入れる写真を

もう少し考えたほうがいいのかなと思いまして、そもそも写真の風景が

閑散として、寂しいよねと今話していたんですけれども、まちづくりを

思わせたいのに閑散としたまちを写していていいのかとか、そもそも何

かのついでに撮りに行ったのというぐらい夕方の写真が多いので、ちょ

っとこれはないんじゃないのかなと思います。コンサルさんが撮ったの

か、担当課さんで撮られたのか分からないんですけれども、もう少し全
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体的に写真というものの力を意識して、絵で見えるものは結構そのまま

伝わってしまうと思うので改善できるのであればしたほうがいいのかな

と思います。 

 以上です。 

中林委員長  今はデジタルなので、新しい写真を撮るのも昔と違ってできないこと

ではないです。堤防の上から見ている写真だと思うのですが、確かに聖

蹟桜ヶ丘駅周辺と言ってこの写真を出されると分かる人は分かるけど、

分からない人は分からないかもしれません。多摩センター駅周辺は、パ

ルテノン大通りから駅のほうを見ているんですよね。駅を出て、まちの

ほうを見た写真ではなくて、駅を見た写真になっているんだと思います。

それから永山駅周辺も、駅を下側から見上げているようになっています。

どうぞ。 

○○委員  先ほども言っていたのですが、それぞれの写真に名称をつけるかとい

う話で、普通はこういうのはキャプションが入っていないと相手に伝わ

らないと思いますし、例えば多摩市の中でもこの地域に住んでいるけど、

この地域のことを知らないという人もいると思うので、キャプションは

入れたほうがいいと思います。やっぱり写真というのはちょっと若い年

齢の、自分から言わせてもらうと結構若い人に伝えるにはかなり重要に

なるので、若いまちづくりをしたいというのであれば、気にされたほう

がいいです。 

 以上です。 

中林委員長  時間との勝負なので、３月いっぱいまでにどこまで改善できるか、事

務局とコンサルさんとの間も含めて、少し協議をさせてください。今日

は御意見として伺いました。どうぞ。 

○○委員  ２２番の○○でございます。この中にコラムという形で委員の皆さん

が書かれた文書が載っております。大変、皆さんよく考えて書かれて立

派だなとは思いましたけれども、例えば１１ページのところのコラムと

いうところの最後のところに、米印で、「コラムは多摩市都市計画審議会

特別委員会で関わった学識経験者に執筆いただいています。」と書いてあ

ります。ほかのページにいきますと、この一文がないんです。全部読ま
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せてもらったんですけれども、コラムって特別委員会で話をしたことな

のかなとか、多摩市はこう思っているのかなと勘違いをしてしまう場合

があるので、全部につけておいたほうがよろしいかと思います。 

 以上です。 

中林委員長  ありがとうございます。それは可能ですかね。 

都市計画課長  御意見ありがとうございます。確かにそれぞれのページをぱっと開い

たときに受け取る印象が大分違うと思いますので、各コラムのところに

入れさせていただこうと思います。ありがとうございます。 

中林委員長  ほかは、図の凡例の色使いで気になったところはありませんか。私は、

２５ページの（２）都市計画公園・緑地などというところが、紙ベース

でちょっと気になっていたんです。デジタルで見ると、かなりはっきり

変わっているので、紙に印刷した時点と最終的なデジタルの時点が違う

からしょうがないかなと思ったんですけれども、凡例の上２つの都市計

画公園と都市計画緑地というのが緑系で、都市計画緑地を探せども微妙

な色の違いなのでよく分からなくて、番号が振ってあるので、その番号

で見ると都市計画緑地は３２、３３、３４ということで、なるほど、違

うのかと思ったんですが、このデジタルで見ると少し蛍光色とくすんだ

緑で、かなり判別がつきやすくなっているのかなというふうには思いま

す。この紙の本というのは何部ぐらいつくられる予定なんですか。 

都市計画課長  ２００部から３００部ぐらいを予定しています。 

中林委員長  その２００部から３００部ぐらいというのは、どういう使い方になる

んですかね。基本的には市民の皆さんにはホームページで見てください

という形ですよね。 

都市計画課長  そうですね、基本的には市民の方々にはホームページで、御確認いた

だきたいなというところございますけれども、販売も行わせていただく

予定です。また、関係行政機関のほうに送らせていただいて、共有させ

ていただくということを予定してございます。 

中林委員長  写真、色ということについては、よろしいでしょうか。ほかにはいか

がでしょうか。巻末に用語集を載せてもらっているんですけれども、こ

の用語集から本文は見れませんし、本文を見ていって、これは用語集に



 15 

解説がありますというのも分かりません。 

都市計画課長  今はそのような整理が十分できておりません。 

○○委員  非常に細かいことですが、９６ページにバリアフリーについての記述

がありますが、「（２）施設や公共空間におけるバリアフリー化の促進」

の最後の行に、「ユニバーサルデザインの導入を目指します」という言葉

がありますが、ユニバーサルデザインというのは設計そのものなので、

「ユニバーサルデザインによる設計の導入を目指します」としたほうが

適切だと思います。 

中林委員長  用語集に、ユニバーサルデザインというのが出ているのですが、この

内容でいいですかね。２７４ページ左上のところにバリアフリーという

のが出ているのですが、バリアフリーからユニバーサルデザインへとい

うことです。 

○○委員  大丈夫だと思います。ただ、バリアフリーもユニバーサルデザインも

最近はインクルーシブデザインや、インビジブルな対応など、いろいろ

な言葉が出てきています。意味が大きく外れてはいないので大丈夫だと

思います。 

○○委員  いいですか。 

中林委員長  どうぞ。 

○○委員  ○○です。今のことに関連して言えば、用語解説の近隣センターとい

う項目の中に、「具体的な施設としては、交番や郵便局などがあります」

とありますが、多摩市の近隣センターに交番とか郵便局ってあるのかな

と思ったので、ここの一文はとっちゃってもいいんじゃないかなという

ふうに思いました。 

中林委員長  交番は分かりませんが、郵便局はあります。 

○○委員  どこにでもあるわけではないんですよね。 

中林委員長  あるところもある。どうぞ。 

○○委員  ○○です。鶴牧商店街や永山商店街にはあります。交番はパトカーが

すぐにアクセスできるように、自転車歩行者専用道路ではなくて車道に

面してあります。 

中林委員長  多摩ニュータウンは近隣住区センターではなくて近隣センターと読ん
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でいるんですよね。これは多摩市の都市計画マスタープランなので、例

えば多摩市ではみたいな話があるのであれば、なるべくそういう形で解

説したほうが市民にとってはよく分かるかなと思いました。 

 私がこの用語解説で一番気になったのは、２６９ページの旧耐震基準

の中に「新耐震基準は」と一言入っているんですけれども、実は建設省

が木造住宅に対して、２０００年に新しい耐震基準というのを出してい

るんです。そのことが全く書いていないので、どこかにきちんと入れて

いただいてほしいなと思います。 

 東京都も去年から、グレーゾーンという１９８１年の新耐震基準以降、

２０００年の耐震基準が出る前に建てられた８０年代、９０年代の木造

住宅については、耐震診断を行い、必要なら耐震補強の支援をしますと

いう取組をもう始めていますので、そのことはここに書き込むか、別途、

新耐震基準という項目を作っていただいて、木造住宅については、２０

００年に新しい耐震基準というのが出ていますということを入れていた

だいてもいいのかなと思いました。 

 また、本文中の言葉が何のことを指しているか分からないという人の

ために、アスタリスクか星マークなどをつけていただければ、これは後

ろを見ると用語の意味が出るということが分かるので、用語解説がさら

に生きてくるかなと思いました。 

○○委員  ○○です。用語解説を見て幾つか気になったところがあって、本文中

で１回しか出てこないとか、あるいはそこで説明したほうが分かりやす

いということだったら、本文のどこか空いているところに脚注で書いて

しまったほうがいいと思っています。 

 それから、今出てきた委員長の話も関係するんですけれども、旧耐震

基準と書いてある中に耐震の話をまとめるとか、「特別」や「特定」と付

く用語が多く出てくるという感じになってしまうので、もう少し分かり

やすく整理したほうがいいんじゃないかなと思います。さっきのバリア

フリーとユニバーサルデザインはたまたま記載場所が近かったから見え

ましたが、類似の言葉はまとめて整理して、こういう表現の仕方もあり

ますよというようなことを書いたほうがいいと思います。先ほど○○先
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生が言われたインクルーシブのことも多摩市の講演会などでよく聞くこ

とですし、書いていいと思います。この用語解説のところは、もう少し

整理していただいたらどうかと思います。今まであまり説明をしてこな

かったところですが、そう思いました。 

中林委員長  インクルーシブ遊具というのが最近増えているんですよね。だから、

本文中に出てこないけど、多摩市では、そういう概念を基に作られた遊

具がありますというようなことを加筆してもいいと思います。そういっ

たことは多分、コンサルさんにお願いするよりも、多摩市を熟知してい

る事務局のほうで確認できれば、市民にとって、マスタープランを見て

勉強になったなという話に落ち着くところがあるかなと思いますので、

一度、確認してください。 

 一般的に単行本なんかだと、後ろの索引に必ず本文何ページというの

はつくんですけれども、それをやると結構大変なので、本文のほうでア

スタリスクをつけて、これは用語解説にありますよと表記してあげられ

ればいいかなと思いました。ほかにはいかがでしょうか。どうぞ、○○

さん。 

○○委員  ○○と申します。拠点別まちづくり方針について、今回、見直しにあ

たって新たに書き起こしたらどうでしょうと提案したものとして、新た

にその章を追加していただいてとても感謝しているんですが、よく読ん

でみると、まちづくり方針図というのが聖蹟桜ヶ丘駅周辺、永山駅周辺、

多摩センター駅周辺にそれぞれ最後の総括として表現されているんです。 

 ところがこれ、よく見てみると、地域別まちづくり方針図をちょっと

ズームアップしているだけで、表現されている情報はほとんど同じなん

です。最終回で言うべき話じゃないのかも分からないんですが、拠点別

まちづくり方針は、今回何でそこだけ取り上げて記載するに至ったかと

いうと、やっぱりこれから世に通っていく多摩市の多摩市らしさ、その

表現を集中的に示していくためにこの３つの拠点を選んだのだろうと思

います。 

 結局、その拠点を今後どうしていくかということに関して、強くアピ

ールしていく必要があること、集中的に活性化に取り組む必要があると
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いう意味も込めていたんですが、言葉でコメントされている内容が残念

ながら方針図に示されていないので、そこをよく見ていただきたいです。

拠点別まちづくり方針図が、地域別まちづくり方針図と同じというのは

提案した者としては消化不良かなと思わざるを得ないということを指摘

しておきたいと思います。 

 それから、拠点別・地域別まちづくり方針の中で、市街地の再生にエ

リアマネジメントという視点が不可欠であるという認識の下に、エリア

マネジメントの組織化、これは公というよりもどちらかというと民の力

に負うところが大きいのですが、公はどちらかというとエリアマネジメ

ントを側面から支援していくという立場にあると思います。今回のこの

３つの拠点についても、それぞれの整備方針の最後のほうになるんでし

ょうか、ハードの整備と同時に、ハードを使いこなす民間や地域の方々

が責任を持ってまちづくりに取り組んでいくということ、それは商店会

であったり、例えば多摩センター駅や永山駅であれば新都市センター開

発株式会社であったり、そういうところが母体となって形成されるもの

なのかも分からないんですが、いずれにしても、これは行政だけで頑張

るテーマではなくて、そもそもまちづくり自体がもう行政だけで取り扱

う問題ではなくなりつつあるので、その辺の問題意識と組織化の必要性、

それをしっかりサポートしていくんだということに関して、最後のほう

で構わないので記述しておいたらどうかなと思いました。 

 以上です。 

中林委員長  最後のほうでというのは、第５章のことでしょうか。 

○○委員  それぞれの拠点別まちづくり方針の最後にという意味です。 

都市計画課長  御意見ありがとうございます。エリアマネジメントによるまちづくり

については、資料１の２０５ページに、「③これからの協働によるまちづ

くり」という見出しで、入れさせていただいています。個別の地域の動

きというより、今後やはり市全体としてこういう動きが必要だろうとい

う視点で記載しています。実際に聖蹟桜ヶ丘駅周辺のかわまちづくりで

は、このような取り組みの検討が少し進んできておりますし、今後、都

市再生推進法人というところなどの動きも出てきそうなので、今後は御
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意見いただいたように、行政だけでということではなく、民間の力と共

にまちづくりを進めていきたいというふうに考えてございます。 

 また、拠点別まちづくり方針図について御意見いただいたところであ

りますけれども、現段階から手を加えていくというのはなかなか難しい

かなと考えております。そのようなところもありまして、方針図に、こ

このエリアはこういう方針としていきたいですという吹き出しを入れさ

せていただいてございます。 

 図でなかなか書ききれないところについて、もう少しこういった記述

が必要ではないかというようなことがあれば入れられなくはないかと思

いますけれども、現状、事務局としましては、なかなか追加で入れてい

くのは難しいかなと考えております。 

中林委員長  吹き出しみたいな文言が入っているところですよね。エリアマネジメ

ントについては、２０５ページ、「（１）エリアマネジメントによるまち

づくり」ということで、最初の黒点でこういうことですって書いている

からかもしれないんですけれども、用語解説にはエリアマネジメントと

いうのが出てきていないので、用語解説にもできれば入れておいていた

だけますでしょうか。例えばこんなような取組ですとかというのは、具

体的に多摩市の事例として紹介するべきものが必ずしもないかもしれま

せんが、東京の都心なんかだと大企業中心にエリアマネジメントをやっ

たりしていますので、こういうような取組をしているまちがありますと

いったふうに書けばいいと思います。用語解説は市民のためにやってい

るので、なるべく市民の皆さんに具体的なイメージが湧くような用語解

説をお願いしたいので、さっき○○さんから専門用語が多く出てくると

いう御指摘もありましたが、それは何なのかと市民の方は思ってしまう

ので、例えばこういうような取組のことを指していますとか、そういう

解説を少し加えていただいて、市民目線で理解していただくための用語

解説なんですということをぜひ心がけて、もう一度事務局のほうで目を

通していただいて、分かりやすい言葉に変えていただければと思います。

せっかく入れていただいているのですが、今の状態だと非常に使い勝手

が悪いので、本文にアスタリスクで用語集にありますというのを明示し
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て、そこを読んだら、市民でも分かるように解説されているというよう

にしていただければなと思います。 

 時間の許す範囲でということで、ほかにはよろしいでしょうか。どう

ぞ。 

西浦副委員長  この都市計画マスタープランは紙ベースで３００部ぐらい配るんです

か。 

中林委員長  販売します。 

西浦副委員長  それで、最終的には多摩市のホームページにＰＤＦでアップするんで

すよね。アップしてからでもいいですし、その前でもいいのですが、で

きればいろいろなところにリンクを張ってあげたらどうかなと思います。

最後に市民アンケートを載せていますが、これを見て元データを利用し

てみたいという研究者がいたりするかもしれませんので、そのデータに

アクセスできるリンクを張ってあげるとか、今のエリアマネジメントの

話でもそういう組織があるのでしたら、そこにリンクを張ってあげると

か、東京都の資料でクリックすればそこに飛んでいくとか、そういうこ

とを公開してからでもいいので、本文中に適宜リンクなどを張ってあげ

ると便利だと思います。多摩市の都市計画マスタープランを見ていけば、

いろいろなところに飛んでいっていろいろな情報を得られるみたいな、

僕は結構それが便利で利用しているのですが、そうすると専門用語は変

わっていくわけですよね。日々、新しい用語が出てきて、新しいコンセ

プトが出てきたり、どこかで取り組まれて出てくるところがあるので、

都市計画マスタープランを公開した後でもリニューアルするときにでも、

そういう情報がわかるリンクを張ってあげると、これを見てどんどんい

ろいろなところに飛んでいって、情報の基になる。多摩市の都市計画マ

スタープランはいろいろなところの情報が得られるなみたいにすると、

見る人にとってもいいですし、そういう時代なので都市計画マスタープ

ランをＰＤＦにして終わりではなくて、ここからいろいろなところに飛

んでいけるような仕組みで、リニューアルしていってあげると便利に使

えるのではないかなと思うので、ぜひ検討してください。了解を取らな

ければいけないところは多いと思いますが、検討していただければなと
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思います。 

中林委員長  ○○さん。 

○○委員  都市計画マスタープランに関連した計画が５３ぐらいあります。それ

は多摩市のホームページの中に既にアップされているのがほとんどだと

思うので、それをリンクさせることはすぐできるのではないかなと思い

ますので、ぜひやっていただきたいなと思います。 

中林委員長  都市計画マスタープランからリンクして、どこかに飛ぶと。逆にそっ

ちを見ている人がクリックして都市計画マスタープランに入ってくるこ

ともあると。 

○○委員  それは技術的に可能なのかよく分かりませんが、いずれにしろ都市計

画マスタープランの下位計画にあたる市の行政計画があるので、それと

リンクすることは簡単にできると思いますので、ぜひやっていただきた

いなと思います。計画を進める際にいろんなことにぶつかったときにリ

ンクに飛ぶと、より詳しく都市計画マスタープランに基づく計画の内容

が書かれているということが一番重要なんじゃないかなと思っています。

都市計画マスタープランの重要性はいろいろな下位計画を集約している

というところにあると思うので、それはぜひやっていただけたらと思い

ます。 

中林委員長  第２章のところに、ニュータウン再生の動きや東京都の関連計画など

の概要が載っているんですけれども、これをもっと知りたい人のために、

そちらが見れるようにリンクさせておいたほうがいいです。これから庁

舎建て替えの先に、同時にＤＸをやるんだと言っているわけですから、

そういう意味では、ＤＸ時代の都市計画マスタープランとして、一度つ

くって固定ではなくて、そういう情報はどんどん増えていくような使い

方ができるとか、あるいは別の計画を見ている人が、都市計画マスター

プランではどう書かれているのか気になって、こっちへ入ってくるとい

うような形で目にする人が増えていくということも期待されますから、

今回まとめていただいた後の作業になるのかもしれませんが、そういう

ＤＸを先行するような形の取組も全庁的にやらないといけない話だと思

うんですよね。福祉関連であったり、いろんな産業分野であったり、そ
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ういうところとの連携というのが大事だよということだと思います。今

回の都市計画マスタープランの扱い方としては、従来のやや古典的な手

法で１冊本をつくるという話で来たんですけれども、これをきっかけに

デジタル本として、縦横無尽に飛び回りながら理解ができるようなこと

を目指していただけるといいかなというのが委員からの意見でしたとい

うことで、ぜひ事務局は受け止めて、今後に生かしていただければなと

思います。 

○○委員  今のお話に補足しますと、資料 1の６２ページを開いていただきたい

んですが、都市計画マスタープラン自体、実はこれだけの計画と現実に

リンクし合っています。 

中林委員長  この（参考）というところですね。 

○○委員  そうですね、これだけリンクしていますので、ここから飛んでいって

もいいのですが、各セクションのところでそれぞれ関連していって飛べ

るようになってもいいと思います。いずれにしろ、ここから各計画へ飛

べるようにしたいなと思っています。以上です。 

中林委員長  どうぞ。 

○○委員  市民委員、○○です。都市計画マスタープランのＰＤＦから外部にリ

ンクを張ってということですけれども、外部のＵＲＬを探して一個一個

張っていくというのは地味に大変な作業かなと思います。使い勝手の改

善という意味ではもっと簡単にできる作業として、恐らく都市計画マス

タープランのマスターデータはワードか何かでつくられていると思いま

す。ワードには見出し１とか見出し２とか、事前に見出しを設置してお

けば自動的にインデックスをつくる機能がありますので、例えば目次で

第１章をクリックしたらそこに飛ぶ、第２章、第３章をクリックしたら

指定のページに飛ぶというふうにした方がいいと思います。 

中林委員長  ホームページで公開したときにということですね。 

○○委員  目次を見た人が見たいところをすぐ読めるという標準の機能がありま

すから、そういったところも地味な改善かもしれないですけれどもお願

いしたいです。 

中林委員長  それはワードで打ち込んであればすぐにできることですよね。 
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○○委員  標準機能ですぐできますからお願いしたいと思います。 

中林委員長  ありがとうございます。どうぞ。 

○○委員  さっきちょっと言い忘れたんですけれども、地域別すまいと暮らしの

まちづくり方針のところの１３８ページのグラフのところに、例えば１

１２、１１３ページに図がありますというようなことを参考として下に

入れると分かりやすいのかなと思いました。それから、小さな図をここ

に入れるのはどうかと思ったんですが、簡単に済むのであれば、既に図

があるページを参照とかでもいいのかなと思いました。 

中林委員長  １３８ページなどに入れるだけであれば小さい地図をつくっておけば

いいですね。 

○○委員  そうですね、参照ページの記載だけでしたら１行ぐらいですのでいか

がでしょうか。 

中林委員長  事務局、御検討くださいとしか言えないです。 

○○委員  簡単なことなんですが、読んでいてページを探すのに結構苦労してし

まいまして、そこに書いてあればありがたいなと思いまして。 

中林委員長  図とおっしゃっていたんだけれども、その図というのは、１３８ペー

ジの５つの地域の特性というところで、第１から第５地域というのが書

いてありますが、その下に第１地域はどこなのか、第２地域はどこなの

かを知らせるものがあったほうがいいんじゃないかということですか。 

○○委員  それがあると、この第１地域というところがどこだったかというのが

すぐにわかります。もちろん地域は書いてあるんですけれども、ちょっ

と分かりにくいところもありますので、図に変えられれば分かりやすい

かなと思いまして。 

中林委員長  それは１１２、１１３ページの見開きのところにある図をぐっとコン

パクトにして、それをここへ張りつけておけば分かるということですか。 

○○委員  図が入れば理想的なんですが、スペースがなければ文字だけでも大丈

夫です。 

中林委員長  文字だけというのはどういう意味でしょうか。 

○○委員  文字というのは図が記載してあるページ数を記載するということです。 

中林委員長  １１２、１１３ページに戻りなさいという文章をいれるということで
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すね。 

○○委員  １１２、１１３ページを参照という文字か、そこに図が入ればより親

切ということです。 

中林委員長  分かりました。１４０ページはグラフがみっちり２つ入っちゃってい

て、余裕はないのですが、１４１ページの下に一文入れられるくらいの

スペースがありますから、こういうところに文章か図が入っていれば、

それで各地域がどこのあたりなのかは確認できます。ページ数は動かさ

ずに余ったスペースを活用して少し入れられるか、検討させてください。

どうぞ。 

○○委員  １３番、○○です。都市計画マスタープランがホームページで公表さ

れたときに、例えば第１地域と書いてあるところをクリックすると下に

一ノ宮、関戸と出てくるような機能ってつけられないんでしょうか。そ

うすると、この下のほうに各地域のインデックスをクリックすると、該

当のエリアが出てきますみたいなことをちょっと書いておけば、第１地

域ってそもそもどこなのかといったときに、クリックすれば関戸、一ノ

宮、東寺方とかがぱっと出てくる。同じような機能がそれぞれの地域に

あれば、図を書かなくてもいい、そういった機能がつけられるのかどう

か、私、知識がないので分かりませんが、御検討いただければなと思い

ます。 

中林委員長  それはデジタルでもできるでしょうし、小さい文字でいいのであれば、

それぞれの最初のところに帯で第１地域って出てくるので、その帯の後

ろのほうに、当該地を文字で入れておくというのは、文字で皆さんが分

かっていただけるなら、私に言わせると一番簡単な方法です。ただ、空

間的にどういう配置か分かっていただきたいならば、やっぱり地図的な

ものがないといけない。文字で知りたいんだということであれば、１４

２ページの最初に第１地域の範囲を示した地図がありますが、文章の一

行目にも町名・大字名が入っています。それをタイトルに入れるか、本

文に入れるかで見え方が違うので、タイトルの後ろにちょっと小さい文

字で地域内の町名・大字名を入れておくというようなことも、工夫とし

てはあり得るかなと思いました。検討させてください。 
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○○委員  ○○です。２３７ページと２３８ページなんですけれども、見やすさ

ということで、一つこうしたほうがいいんじゃないかなと思ったのが、

中学校別の円グラフの中で、この色が何を意味しているのかというのを

最初見ていたときよく分からなくて、次ページを開いたら２３８ページ

にその凡例が四角い囲みで書いてあるんです。ですので、この前の２３

７ページの一番下に空間がありますので、２３８ページの枠は、２３７

ページのほうに持っていったほうがいいのではないかというふうに提案

です。 

中林委員長  ２３７ページの上の方に横長の箱で入れてあるんです。 

○○委員  分かりませんでした、失礼しました。 

中林委員長  確かにこの横長２段で入れると何かよく分からないですね。 

○○委員  むしろ２３８ページを見て、ああ、こういうことかと理解しました。 

中林委員長  ２３８ページのほうが理解はしやすい。だから、２３７ページの円グ

ラフの下に２３８ページにあった凡例を入れて、上の横長の凡例は外し

てもいいのかもしれません。 

○○委員  御検討ください。 

中林委員長  確かに１列で並べていただいたほうが分かりやすいんです。 

○○委員  一生懸命見て、これは何かなと思いました。 

○○委員  凡例って書いていないんですよね。 

中林委員長  凡例とは書いていないですね。だから、２３９ページもそうですが、

上のほうを見てから下の表を見るのですが、見るべき場所がわかりづら

いので、凡例が１列になっているともっと理解しやすいと思います。 

○○委員  ２３８ページと２４０ページの縦にずらっと並んでいる凡例のほうが

分かりやすいです。 

中林委員長  ということを含めて、これも御検討させてください。どうぞ。 

○○委員  ○○です。すいません、先ほど関連計画のＵＲＬを載せたらいいので

はないかというお話があったと思うのですが、それぞれの計画などの名

称にハイパーリンクつけてしまえば一番間違いないですし、ＵＲＬを

一々書いてしまうとすごい長さになってしまうと思うので、ハイパーリ

ンクで対応したらいいかなと思います。 
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 市の関連計画もそうなのですが、例えば国土交通省の計画とかにもそ

のようなリンクをつけてあげれば、すごく拡張性が高くなるのかなと思

いますので、御検討いただければと思います。 

 以上です。 

中林委員長  冊子で見る人とデジタルで見る人の情報量に格段の差が出てきそうな

気がしますが、そのような状況になったときにはやはり冊子に一言、デ

ジタルで見ていただけると各関係機関その他の関係計画等にリンクを張

ってありますから、より理解が深まりますとか、何かそういうことを入

れて、ホームページから見れるように誘導してあげたほうがいいかもし

れません。どうぞ。 

○○委員 ２３７ページの中学生アンケートのところの、第１地域、第４地域とか

の色を１１２、１１３ページと同じ色にすると見やすいのかなという気

はいたします。かわいい色ですごくいいんですけれども、統一感がない

ような気がいたします。多摩中〈第１地域〉と書いてあるところの色で

す。 

中林委員長  同じような色合いだから当然合っているものかと思っていました。そ

れは合わせてもらったほうがいいです。 

○○委員  私の手元の資料では第１地域は緑になっているんです。これが古いバ

ージョンで、新しい方は整合性がとれているならいいのですが。 

中林委員長  デジタルのほうは、第１地域にある中学校のカラーリングは、１１２、

１１３ページにおける第１地域のカラーリングと同じになっていますか。 

都市計画課長  地域のところの色は学校ごとで色を分けているところになっています。

各学校がどこの地域に入っているのかが分かりやすいような色合いの工

夫をさせてもらいたいなと思います。 

中林委員長  そうですね。ニュータウン地域とそれ以外の地域で、子供たちの感覚

が違うんですよね。だから、それははっきりさせるようにしたいので、

中学校がどの地域の中学校かを表記してもらったんですよね。 

都市計画課長  そうですね、２３０ページに各学校にこの色ですと載せさせていただ

いているんですけれども、今、地域別の５種類の色のほうが、そのエリ

アごとで子供たちの視点も違うんじゃないかという話もいただきました
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ので、それが分かるように色の工夫といいますか、分類のほうは修正さ

せていただきたいと思います。ありがとうございます。 

中林委員長  そうしてください。２２３ページに１０地区に居住地区を分けている

図がありますが、これは改定都市計画マスタープランの第１地域はこの

図における第何地区と第何地区ですというのは大体分かるのでしょうか。

２２３ページのこの地図は、第１地域は第１地区と第３地区ですとかと

いうふうに読み替えることができるということで、そういう対応ができ

る地図なんですかね。 

都市計画課長  市民意向調査の居住地区区分図になるかと思います。これは現行都市

計画マスタープランの１０地域で、市民意向調査をさせていただいたと

いうところがございましたので、改定都市計画マスタープランの地域で

表記している中学生アンケートの５地域の分類とはちょっと違っていま

す。 

中林委員長  これでも足し算していけば、５地域になるんでしょう。主にかもしれ

ませんが、第１地区と第３地区が第１地域ですとか。 

都市計画課長  大体はそのような感じになろうかと思いますけれども、若干コミュニ

ティエリアの見直しもかけていますので、単純に２つの地区を足した合

計とはちょっとずれてくるかなというところがあろうかと思います。 

中林委員長  ちょっとずれていると思うけど、私の見た感じだと第１地区、第３地

区が第１地域、第２地区が第２地域、第４地区と第６地区で第３地域、

第５地区、第７地区、第８地区で第４地域、第９地区と第１０地区で第

５地域というイメージですよね。 

都市計画課長  そうですね。 

中林委員長  話がややこしくなってしまいましたが、第１地域の居住者はどんな意

見なのかというときに市民アンケートの第１地区と第３地区を見てくだ

さいとか、そういうような見方になるのかなと思います。結局、５つの

地域で地域別まちづくりをこれからやっていくうえで、その地域はどの

ような意向を持った人たちがいるのかというようなところを読んだとき

に、この１０地区区分と５地域区分との対比というのが多分ここだけで

すよね。だから、どこかに文言でも入れておいていただければいいのか
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もしれないのですが、ただ、この調査は地区区分ごとに集計しているわ

けではありません。むしろ中学生アンケートのほうが第１地域の中学生

は何を思っているのかという調査なので、そこは地域のカラーリングと

リンクするような形で編集していただいたほうがいいかなと思います。 

 大分いろいろと御意見いただいたんですが、○○委員、どうぞ。 

○○委員  ○○です。１点教えてほしいんですけれども、用語説明の２７２ペー

ジの地区計画について、今書いてある「ミニ開発や無秩序な市街化を防

ぎ」という枕言葉があってもいいのかもしれないんですけれども、全体

で見ればにぎわいの誘導や活性化をするような地区計画がありますし、

現に聖蹟桜ヶ丘駅周辺ではそういった趣旨の地区計画も策定されている

というふうな情報も第２章に書いてありますので、「大都市近郊における

ミニ開発や無秩序な市街化を防ぎ」というのはちょっと絞り過ぎのよう

な感じがしますので、地域の特性にふさわしい将来像を目指してとか、

もうちょっとにぎわい創出とかそういったことも実現できるような言い

方のほうがいいかなと思いました。 

中林委員長  これは頭の「大都市近郊における」というのは要りません。地区計画

は制度上どこでもつくれるので。ミニ開発からはあってもいいです。特

定の地区の計画として、都市計画によって定めるということが大事なこ

とで、これらのことを「都市計画により定めるものです」というのは、

「地区計画は」という主語を入れればいいと思います。 

 もし丁寧に言うんだったら、多摩市にはこれだけ地区計画があります

よと、１９ページを参照するぐらいはやっていただいてもいいかなと思

います。やっぱり市民にとって、地区計画を身近なものに感じてもらう

ためには、そういう誘導をしてあげたほうがいいのではないかなと思い

ました。 

 ほかにはよろしいでしょうかね。どうぞ。 

○○委員  すみません、○○です。２２３ページのところで今いろいろ御意見が

出てくる中で気がついたのですが、まず１点は、この居住地区区分図と、

その上に「回答者の居住地区に大きな偏りはありません」と説明があっ

て、その右側に円グラフで各地区の回答者の割合は大体その１０％前後
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ぐらいですよと説明していると思うんですけれども、何で図とグラフで

わざわざ色を変えちゃったのかなという素朴な疑問があります。 

 あと、説明文の「回答者の居住地区」というのが、何かちょっとすっ

きりしないです。偏りがないということを言いたいのであれば「回答者

の居住地区の分布に」といったように言葉をもうちょっと補足したほう

が言いたいことが伝わりやすくなるのかなと、ちょっと細かい点ですが

思いました。 

中林委員長  よろしいでしょうか。居住地区区分図に第何地区と入っているので、

第１地区、第３地区を改定都市計画マスタープランの第１地域の色にし

てしまったほうが、対象がよく分かるということですか。それとも円グ

ラフとこの地区区分図の色が違うということでしょうか。 

○○委員  数をまとめるのも労力がかかると思いますし、これはあくまでも資料

なので、費用対効果みたいなものを考えると当時の１０地区区分を今の

地域区分に頑張って合わせなくてもいいのかなと思います。ただこの地

図と円グラフは同じ１０地区の話をしているのにわざわざ色を変えてい

るので、かえって分かりづらくなっているのかなという点と、あと、「回

答者の居住地区に大きな偏りはありません」というのは、「回答者の居住

地区の分布」とかそんなふうに言葉を補足したほうがいいんじゃないか

なという話です。「回答者の居住地区に大きな偏りはありません」という

のが、何が言いたいのかなという印象で、円グラフと合わせてみると、

ようやく意味が分かると思うんですけれども、回答者の居住地区の偏り

って何か日本語としてちょっとぴんとこないなという気がします。 

中林委員長  分かりました。確かに円グラフの色合わせを簡単に直せるのであれば

直していただいたほうがいいかもしれません。よろしいでしょうか。 

 今日が最終回ということで、今年度中に都市計画審議会があって、こ

の特別委員会でまとめたものを都市計画審議会のほうで審議してもらう

という流れになっています。３月中に一応まとめをして、新しい都市計

画マスタープランとして公表されるのは令和７年度４月付になるんです

かね。 

都市計画課長  公表の日付については調整中です。 
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中林委員長  分かりました。 

都市計画課長  ３月中には公表して、ホームページ上でも公開したいと思っておりま

す。本市としましては公表した時点からの計画としたいので、議論のプ

ロセスを踏みまして、本市の庁内での最終決定を経た後、公表・計画の

策定時期としたいので、恐らく３月の後半ぐらいになるかなと思います。 

中林委員長  ということで、実質１か月ぐらいの間に、皆さんからいただいた意見、

私からの意見を踏まえて、やれるところまで努力していただいて、最終

バージョンにしていきたいと思っております。 

 委員の皆さんには、冊子は要らないという委員もおられるかもしれま

せんが、必要ならお送りするということでよろしいですか。 

都市整備部長  皆さんにお送りいたします。 

中林委員長  ということでございます。デジタルの公開というのは、とりあえずＰ

ＤＦで全文公開はすぐにできます。そこからいろいろリンクを張ったり、

ＤＸに向けての改善というのは時間もお金もかかると思いますが、今日

意見をいただいているのと、多摩市全体がＤＸを目指そうという方針を

掲げているはずですので、まさに全ての分野の部局の計画とリンクを張

るような話になりますから、都市計画課だけでできる話ではないと思い

ますので、それは今後進めていただいて、節々でリンクを張りましたと

いうことをお知らせしていただくような形にしていただきたいなと思っ

ております。 

 今日いただいた意見については、最終的に委員長の私と副委員長の西

浦先生も含めて確認をして、これぐらいのところでという形で次のステ

ップへ進めたいと思っておりますが、よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

中林委員長  ありがとうございます。都市計画マスタープランについては、そのよ

うな形で進めさせていただきたいと思います。 

 日程第３、その他について、事務局より説明でお願いします。 

都市計画課長  皆様、活発な御議論ありがとうございました。リンクの張り方ですと

か、そういったところが本市のホームページのシステムでどこまででき

るか、ちょっと分かりませんけれども、可能な範囲で対応したいと思っ
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ております。 

 また、この電子データも非常に容量が大きいこともありまして、御意

見いただいたところにどこまで対応ができるか、なかなか難しいところ

もあるかもしれませんけれども、いずれにしても分かりやすいというこ

とが重要かと思いますので、そういう対応を進めてまいりたいと思いま

す。ありがとうございます。 

 それでは、日程第３、その他について御説明させていただきます。 

 本日の会議以降の予定としましては、令和６年度第４回多摩市都市計

画審議会が２月１９日に開催されますけれども、そこで特別委員会から

「多摩市都市計画に関する基本的な方針改定について」の報告をしてい

ただきます。 

 報告につきましては、本来は特別委員会を代表して委員長の中林先生

にお願いするところですけれども、受け入れる側の都市計画審議会の会

長でもいらっしゃるということもございまして、副委員長の西浦先生に

代表して、御報告をお願いさせていただきたいと思います。 

 都市計画審議会としては、中林会長にそれを受けていただくという形

でお願いさせていただきたいと思います。 

 そして、都市計画審議会から市長への答申をいただく予定でございま

す。その後、庁内において決定、３月下旬頃に公表を予定してございま

す。 

 本日の委員会をもちまして、多摩市都市計画に関する基本的な方針改

定特別委員会の開催は終了となります。改定にあたりまして、約３年間

御協力いただき大変ありがとうございました。事務局からの資料送付が

直前になってしまったり、会議の進行で分かりづらいというようなとこ

ろもあったかと思います。至らない点が多々あり、御迷惑おかけしまし

て、申し訳ございませんでした。 

 改めてこの場を借りて、皆様にお礼申し上げます。ありがとうござい

ました。 

 また、事務局として最後に都市整備部長から、御挨拶をさせていただ

きたいと思います。 
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都市整備部長  最後にということでございます。本日、市長に成り代わりまして、皆

様に改めて御礼を申し上げさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

 本当に長期間の会議、そして中身も非常に熱心な御審議をいただきま

した。私ども事務局もこの特別委員会に臨む際、本当に良い緊張感を持

って臨ませていただきました。様々な知見、経験に基づく御意見賜りま

して、今回、都市計画マスタープランの案としてよいものができたので

はないかなと考えてございます。皆様のお力添えがあってのことと思っ

てございます。 

 これから、このまちや都市計画を具体的に動かすというときの指標に

なることはもちろんでございますが、こういうものを皆様のお力をいた

だきながらつくりあげることができたということが、ここにいる事務局

の職員、我々の財産となったというふうに考えてございます。まさに皆

様方に育てていただいているというふうに私どもは考えているところで

ございます。今後とも、様々な場面で引き続き御指導いただくという面

もあろうかと思いますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。本

当にありがとうございました。 

中林委員長  それでは、日程第３、その他、以上でよろしいですか。ありがとうご

ざいます。 

 １２回も委員会をやって、もうちょっと効率的に運営できたらよかっ

たのではないかと、大いに反省していますけれども、本当に多くの忌憚

のない意見をいただきながら、ようやくここまでたどり着いたかなと思

います。 

 私自身にとっても２０年前ぐらいに、多摩市の都市計画マスタープラ

ンに最初に関わったときからですので、もう３回目ぐらいになるかもし

れませんが、これは２０年後、２０４０年代を目標とした計画です。そ

ういう２０年後の未来を少し夢見て勉強させていただきながら、今回務

めさせていただきました。そういう意味では私にとっても何とかここま

でたどり着けたなという思いがひとしおあるところです。本当にありが

とうございました。 
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 若い委員の方も多数おられますので、ぜひ今後とも、この都市計画マ

スタープランを実行して、いい多摩市になるように、いろんな形で応援

し、叱咤激励もしていただいて、多摩市がいいまちづくりを進めていけ

る、そのマスタープランとしてあれが生きていたねと言われるように、

市民と行政で多摩のまちづくりを進める際の指標として、マスタープラ

ンとして生かされていくことを期待したいと思います。 

 ということで、本当にありがとうございました。 

 これをもちまして、第１２回多摩市都市計画に関する基本的な方針の

改定特別委員会、閉会といたします。大変ありがとうございました。 

 

── 閉会 ── 

 

 


